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「つながり」を知って、気持ちを届けよう
特集　東ティモール

シェアの活動地の1つ、東ティモール。
日本と関わりの深い東ティモールと共に歩んでいく明日に向けて、私たちが今できることは何でしょうか。
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創刊号から１年半が経過して、『シェアライフ』自身が、
シェアや読者に定着してきた頃だと思います。次は、読
者を増やしたい！ カフェや学校など、置いてもらえる場
所を教えてくださーい！！（くろちゃん）

東ティモール特集、いかがでしたか。東日本大震災のとき、日本の私たち
のことを思い、祈ってくれた温かい気持ち。与えられた環境の中で学び、成
長していきたい、と前向きに取り組む姿勢。今号を通じて、東ティモールの
方々の姿を読者の皆さんに伝えることができれば、と願っています。(juk)

編 集
後 記

Voice便み  ん な の シェアを支える皆さまからのひとことコーナー。今回は、2012年夏
に開催されたシェアスタディツアー（タイ/カンボジア）に参加され
た皆様からの声をお届けします。

地道な活動を10年以上続けている
姿に感銘を受けました。本当の意味
で信頼関係を作ることは、何より「継
続する」という根気強さが大切だ、と
いうこと、同時に、拒否感情を持つ人
々や無関心な人々を巻き込むことの
難しさも学びました。

コープクンカー（ありがとう）。この言
葉が真っ先に思い浮かぶ旅でした。
ツアーで得た気づきや学びを日本
でも活かしていきたいと思います。

タイ東北部に伝わる伝統的な習わし、
バイシーの儀式で村人たちが私たちの
健康と成功を祈ってくださったこと、遠
く離れても心は１つであると願ってく
ださったことの感動を忘れずに、日本
でも学び続けていきたいと思います。

エイズプロジェクトに参加する
タイスタディツアー

一番印象に残ったのは、プレイベン
の村での乳幼児健診の見学、そして
お母さんたちとの意見交換です。
SHAREスタッフはもちろん、保健ボ
ランティアさんと保健センタースタ
ッフの方々などその村の住民たち
が中心となり、協力し合って健診を
実施していること、そして健康教育
を真剣に聞いているお母さん方の
姿に驚かされました。

カンボジア人スタッフの方がいつ
もあたたかくお声がけくださったこ
と、優しいクメール語指導、そして
最後のパーティーでシャイな日本
人では真似できない、陽気なダン
ス♡を披露いただいたこと、本当に
楽しい思い出となりました。

現地での出会いはもちろん、ツアー参
加者との出会いも大きな刺激になり
ました。職業や年齢、バックグラウンド
は違えど、国際保健や国際協力に興
味を持っているメンバーと、楽しいこ
とや考えること等、すべてを共にしま
した。最後のグループワークでは、「自
分たちにできる援助とは何か」という
大きな課題に向かって、考えを共有
し合うことができ、貴重な学びとなり
ました。

現地の人々と話し合い、価値観や
習慣、生活を理解し、その上でニー
ズを見つけていくこと、そして現地
の人々と共に、元々あるしくみを利
用しながら、プラスアルファで改善
できるポイントを見つけ、現地に合
った方法で実践していくことが有
効な支援だと感じた。

農村を歩いて考える
カンボジアスタディツアー

ツアー全体の感想

エイズプロジェクトの視察・参加やホームステイを
通してタイ東北地方の農村生活を体験するタイツア
ー、カンボジア国内の貧困州のひとつとして厳しい
環境にあるプレイベン州の村にて子どもの健康を
守る取り組みを見学するカンボジアツアー。旅のさ
まざまなシーンで、今回のツアー参加者の皆さんの
素敵な笑顔を見ることができ、開催して良かった、と
スタッフ一同、実感しています。（編集部より）

シェアとは
シェアは、保健・医療を中心とした国際協力活動を行っている民間団体（NGO）です。1983年に設立され、現在はタイ・
カンボジア・東ティモールに看護師などのスタッフを派遣し、地域の人々と協力して健康を守る活動を進めています。国
内では、外国人のための出張健康相談会やタイ語でのエイズ電話相談などにも取り組んでいます。医療関係者だけで
なく、学生・主婦・会社員など多くの方々が参加しています。

1990年代から急速に増加した外国人労働者。その
中には、病気やけがになったときに言葉の壁や高
額な医療費への不安から、医療機関に足を運ぶこ
とを思いとどまってしまう人も少なくありません。医
療制度の違いから病院に行かず、状態が悪くなって
しまったケースもあります。シェアは、1991年より、
医療サービスを受けることが困難な在日外国人へ
の支援体制を整備して、健康が維持・増進できるこ
とを目標に、在日外国人保健支援活動を行っていま
す。 東京都で開催した健康相談会の様子

“いのち”の格差をなくそう　在日外国人保健支援
無料出張健康相談会は、シェアが関係団体や外国人
コミュニティと連携して、年10回程度、東京、神奈川、
千葉で開催している支援活動の1つです。時間的に
も経済的にも、健康に意識を向けることが難しい状
況にある在日外国人の人々が、相談会で簡易健診を
受け健康について相談できることによって健康を維
持していけるように、心身両面に向けたサポートを
目指しています。国籍や民族の違いを問わず、誰も
が健康で暮らせる社会となるよう、シェアは、国内で
も健康を守る取り組みをしています。
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全
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国
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が
健
康
に
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ら
せ
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に
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日
本
の
皆
さ
ん
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
支
援
し
て
く

だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
シ
ェ
ア
で
働

い
て
５
年
間
に
な
り
ま
す
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
大

学
な
ど
の
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る
人
は
わ
ず
か
で

す
が
、
両
親
は
、
８
人
の
子
ど
も
を
か
か
え
な
が
ら

私
を
高
校
に
行
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。シ
ェ
ア
に
入
っ

た
頃
は
、
パ
ソ
コ
ン
も
得
意
で
は
な
く
、
電
話
番
号

リ
ス
ト
を
作
る
の
さ
え
も
何
日
も
か
か
る
ほ
ど
で
し

た
。
そ
の
後
、
様
々
な
研
修
を
受
け
た
り
、
日
々
の

活
動
を
日
本
人
と
東
テ
ィ
モ
ー
ル
人
で
良
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
基
に
進
め
て
い
っ
た
り
と
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
た
だ

研
修
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
私
自
身
も
努
力
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
成
長
で
き
る
機
会
が
あ
る
の
は
、

や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
国
認
定

ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
他
県
や
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
派
遣
さ

れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
村
の
厳
し
い
保
健
医
療

状
況
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
の
仕
事
を
、
家
族
も
喜
ん

で
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
収
入
が
、
日
々
の
暮
ら

し
や
６
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
政
府
が
何
か
を
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
自
分
が
国
に
対
し
て
何
が
で
き
る
の
か
」
私
が

い
つ
も
自
分
に
問
い
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
だ

多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
す
が
、

全
て
の
人
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
国
に
な
る
こ
と
。
そ

れ
が
私
の
夢
で
す
。

2013 年４月に、3ヵ国の現地スタッフが来日し、エイズ、母子保健、保健教育など、それ

ぞれの地で培ってきた学びを共有します。詳しい情報はWEBサイトでお知らせしていきます。 トム

タイ カンボジア 東ティモール

チェリー チャンパ タンハオ イレーネ ティナ Vol.05

表紙の写真は「手作り手洗いステーション」。油の
ボトルを再利用して作られ、小学校や母子健診の場
で使われています。ひしゃくで掬うとたくさんの水
がこぼれて無駄になりますが、これは少ない水で両
手を洗うことができ、水を有効利用できます。
東ティモールの皆にとって、水は貴重。山がちで余分
な水はなく、子どもたちが１時間も歩いて水汲みをし
ています。貴重な水は炊事などに優先して使われ、手
洗いなどは後回しです。手洗いステーションは、少な
い水で手を洗え、労働からの解放と衛生環境改善に
つながる仕組みなのです。
この手洗いステーションを現地でつくる、材料、作
業費は約1,000円。
日本の皆さんの、ランチを少し節
約して、東ティモールの未来ある
子どもたちが、食事の前に手を洗
えるよう、是非ご協力をお願いし
ます。

イベント 募金

東ティモールの歴史を知る
映画「歌え！ティモール」 コーヒーで応援！ 東ティモールを応援しよう！

海外スタッフが来日！

東ティモールのことを知るなら、東ティモール映画
「歌え！ティモール」がオススメ！

「歌え！ティモール」
東南アジア、東ティモールを舞
台に、大地とのきずなを描くド
キュメンタリー
監督：広田奈津子　

シェアが開催した映画上映会では、沢山の方が、熱
いコメントを寄せてくださいました。　

コーヒー購入で、シェアの東ティモールプロジェク
トの支援ができます！
シェアの活動地でもあるエルメラ県で育ったコーヒ
ーは、農薬や化学肥料を使わない自然農法で作られ
ています。直射日光があたらないように、コーヒー
の木の周囲にはネムの木が植えられ、その木陰で育
ちます。熟成した豆を手積みし、丁寧に豆を選別し
てつくられた、香り高い高品質のフェアトレードコ
ーヒーです。
ご自宅用や職場で、そしてプレゼントやお使いもの
にぜひ、ご利用ください。
東ティモールの美味しいコーヒーをコーヒータイム
のお供に加えることにより、東ティモールの子ども
たちが、ちょっとずつ健康で幸せな暮らしに近づき
ます。

1袋 200g
　1,000円（税別）

ドリップパック　5袋入り
600円 （税別）

贈答用　200g×2袋
化粧箱入り　2,100円（税別）

＊ご注文：http://share.or.jp/shop/

シェアホームページよりお手続きください。
http://share.or.jp/share/campaign/et/

＊備考欄に「東ティモール指定」と記入をお願いします。
＊シェアは認定NPOです。シェアへのご寄付は寄付金
　控除の対象となります。

・東ティモールの歴史を知るきっかけとなった。歌
がとても心にしみた。
・東ティモールの人がどんなに苦しい時もうらむこ
とのない生き方に感動しました。
・先の見えない軍事支配が続くなか、全て暴力で対
抗するのではなく、捕虜に対し自分たちの想いを
伝え、無傷で帰す、表現のしようがない強い精神
のある人々だと思いました。家族が力を合わせて
生活する、今の日本が忘れてしまった姿だと感じ
ました。
・自分が日本で普通に生活していた時期に、独立を
目指して闘っている人・国があったことを知り、
日本がどれだけ平和な国であったか、また日本に
生まれたからこと何ができて何をしていくべきな
のか、考えさせられた。
・素敵な国になって欲しいなと、思いました。東ティ
モールと日本の絆が更に深まると嬉しいです。

お買い物

「東ティモールの人々にＭＹ歯ブラシを」　― 歯磨きキャンペーン In グローバルフェスタ ― 

実は、「その痛みに耐える」か「痛い歯を抜いてしまうか」

のどちらか。東ティモールには、人口約 120 万人に対し歯

科医が７人しかいません。日本のように腕のいい歯医者を探

すどころか、歯医者に行く事すら困難な状況なのです。歯磨

きに対する意識も薄く、歯ブラシも手に入りにくいため、家

族で１本の歯ブラシを使いまわしていたり、毛が痛んだもの

を使い続けていたり、充分な予防ができていません。

「なんで歯を磨かないの？」東ティモールの子どもたちに尋

ねてみると、こんな答えが返ってきました。

「だって、自分の歯ブラシがないんだもん」

そこで、シェアでは東ティモールの人々に歯磨きを習慣づけ

てもらうため、2012 年 10 月、日比谷公園で開催されたグロー

バルフェスタにて、メッセージ付きの歯ブラシを教材として

送る≪歯ブラシキャンペーン≫を行いました。

皆さんにご協力いただき集まった 525 枚のメッセージ。そ

のメッセージをひとつひとつ歯ブラシにつけ、東ティモール

へ届けます。はじめて手にする「ＭＹ歯ブラシ」で、もっと

歯磨きが身近なものになって欲しい・・。私たちは、保健

衛生や病気予防などの保健教育を通して、 子ども

たちの健康を守るための支援をしています。

Vol.05

もし歯が痛くなったら、あなたはどうしますか？　おそらく、皆さん歯医者に行きますよね。

しかし、東ティモールでは・・・・？

つ
な
が
ろ
う
！

　
私
た
ち
と
東
テ
ィ
モ
ー
ル

食
べ

た
ら歯磨きしよう！　ゆ

っく
り奇

麗
に
歯
を
磨
こ
う
！

皆 さ ん か ら い た だ い た メ ッ
セ ー ジ

今、少しずつ現地に運んでいます

〈
国
と
つ
な
が
る
ー
国
づ
く
り
支
援
〉

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
か
ら
飛
行
機
で
約
２
時
間
。

テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
東
半
分
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
す
。人
口

は
約
１
１
０
万
人
、岩
手
県
ほ
ど
の
小
さ
な
国
で
す
。　

世
紀
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
に
、１
９
７
５
年
か

ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
侵
攻
さ
れ
ま
し
た
が
２
０
０
２

年
に
よ
う
や
く
独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。長
年
続
い
た

外
国
の
支
配
下
で
は
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
人
々
は
教
育

の
機
会
も
限
ら
れ
、物
事
を
決
定
し
た
り
、組
織
を
運

営
す
る
機
会
や
場
を
奪
わ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

独
立
後
の
最
大
の
困
難
は「
人
材
不
足
」。シ
ェ
ア
は
、村

で
保
健
教
育
が
で
き
る
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
き

ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
は
、政
府
が
制
定
し
た
保
健
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
を
開
始
。へ
き
地
に
暮
ら

す
人
々
も
基
本
的
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、地
方
保
健
行
政
の
能
力
強
化
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、学
校
で
保
健
教
育
を
行
う
学
校
保
健
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
制
定
に
、政
府
と
共
に
取
り
組
む
な
ど
、保
健
医

療
分
野
か
ら
国
づ
く
り
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
」と
い
う
国
自
体
と

の「
つ
な
が
り
」が
あ
る
の
で
す
。

〈
人
と
つ
な
が
る
ー
保
健
・
衛
生
活
動
支
援
〉

　

現
在
の
活
動
の
柱
は
、エ
ル
メ
ラ
県
の「
学
校
保
健
活

動
」と
ア
イ
レ
ウ
県
の「
母
子
保
健
活
動
」。

　

学
校
保
健
活
動
は
２
０
０
７
年
に
開
始
し
、今
で
は
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
や
児
童
た
ち
も
主
体
的
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。２
０
１
２
年
の
６
月
に
は
、「
歯
の
痛
み
」と「
食
事

の
時
の
手
や
爪
の
黒
さ
」に
着
目
し
た
ラ
イ
ラ
コ
郡
の
小

学
校
の
学
校
保
健
推
進
担
当
の
児
童
た
ち
が
、全
校
児
童

の
学
習
の
場
と
し
て
手
洗
い
と
歯
磨
き
の「
ミ
ニ
保
健
コ

ン
テ
ス
ト
」を
実
施
。事
前
に
手
洗
い
と
歯
磨
き
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
ん
だ
児
童
た
ち
が
、先
生
顔
負
け
の
様
子
で
手

洗
い
方
法
を
教
え
、爪
や
手
を
チ
ェ
ッ
ク
。「
爪
の
間
の
黒

い
汚
れ
は
、ば
い
菌
が
い
っ
ぱ
い
い
る
か
ら
ブ
ラ
シ
で
良

く
こ
す
っ
て
」と
言
葉
が
飛

び
交
い
、笑
顔
で
コ
ン
テ
ス

ト
を
終
え
ま
し
た
。児
童

主
体
の
有
意
義
な
コ
ン
テ

ス
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、母
子
保
健
活
動

で
は「SISca

」と
い
う
移

動
式
診
療
所
が
大
活
躍
。

病
院
が
遠
い
た
め
に
、妊
婦
健
診
や
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
な
い
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
、へ
き
地
の
村
で

月
に
１
回
の
健
診
を
行
う
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
間
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
乳
児
死
亡
率
は
半
減
し

ま
し
た
が
、そ
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活

動
も
貢
献
し
て
い
る
の
で
す
。独
立
に
向
け
た
混
乱
の

中
で
、十
分
な
教
育
を
受
け
る
機
会
の
な
か
っ
た
村
人

た
ち
に
、量
り
を
読
ん
だ
り
グ
ラ
フ
を
つ
け
る
こ
と
か

ら
教
え
、母
子
保
健
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
村
人
の

前
で
保
健
教
育
が
で
き
る
よ
う
に
育
成
を
し
て
き
ま
し

た
。　

年
前
に
は
ア
イ
レ
ウ
県
に
一
人
も
い
な
か
っ
た
保

健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
今
で
は
、現
在
２
０
０
名
を
数
え

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
は

さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ェ
ア
が
重
視
し
て
い
保
健
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
。

「
個
人
」と「
個
人
」が「
つ
な
が
る
」機
会
の
多
い
活
動
で

す
。

〈
暮
ら
し
と
つ
な
が
る
ー
雇
用
創
出
〉

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
安
定
し
た
現
金
収
入
を
得
ら
れ
る

主
な
職
業
は「
公
務
員
」や「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
連
機
関
」で

す
。主
要
な
産
業
が
な
い
た
め
、後
は
、野
菜
や
コ
ー
ヒ

ー
な
ど
を
販
売
し
な
が
ら
生
計
を
立
て
て
い
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。シ
ェ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
は
、安
定
収
入
が
あ

り
ま
す
か
ら
、皆
一
家
の
大
黒
柱
。

　

し
か
し
、収
入
面
だ
け
で
比
較
す
る
と
、他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

等
の
ほ
う
が
高
い
の
で
す
が
、シ
ェ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
は
長

く
働
い
て
い
ま
す
。現
在
の
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
２
年
以
上

勤
務
し
て
お
り
、長
い
ス
タ
ッ
フ
は　

年
。

 

「
な
ぜ
シ
ェ
ア
で
働
く
の
？
」と
尋
ね
る
と
、全
員
、い
つ

も
同
じ
こ
と
を
答
え
ま
す
。「
シ
ェ
ア
は
学
ば
せ
て
く
れ

る
か
ら
」と
。

　

今
の
若
い
世
代
は
高
校
へ
の
進
学
率
も
高
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、混
乱
の
時
代
に　

代
だ
っ
た
世
代
は
、

小
学
校
に
も
行
け
な
か
っ
た
人
も
多
く
い
ま
す
。首
都

の
デ
ィ
リ
は　

％
を
超
え
ま
す
が
、村
の
電
気
普
及
率

は
約　

％
。テ
レ
ビ
も
書
物
も
な
い
中
で「
学
ぶ
」機
会

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、シ
ェ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
は「
学
ん
だ
こ
と
を
東

テ
ィ
モ
ー
ル
の
皆
の
た
め
に
活
か
そ
う
」「
国
の
未
来
に

役
立
て
よ
う
」と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
お
り
、収

入
以
上
の
生
き
が
い
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ェ
ア
が
生
ん
で
い
る「
雇
用
」は
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

未
来
や
人
々
の
生
き
が
い
に
も「
つ
な
が
り
」が
あ
る
の

で
す
。こ
の「
雇
用
」は
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い

と
強
く
思
い
ま
す
。

　

第
２
次
大
戦
中
は
日
本
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
占
領
し
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、独
立
後
は
国
の
発
展
に

向
け
て
、日
本
政
府
は
主
に
道
路
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、日
本
車
や
家
電

へ
の
信
頼
は
強
く
、「
日
本
は
品
質
の
良
い
も
の
を
作
れ

る
、信
頼
で
き
る
国
」と
い
う
印
象
が
強
い
よ
う
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、「
私
た
ち
に
は
祈
る
こ
と
し
か

で
き
な
い
。」と
緊
急
の
ミ
サ
を
日
本
の
た
め
に
開
い
て

く
れ
ま
し
た
。東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府
は
、震
災
後
、日
本
に

　

万
ド
ル
の
義
捐
金
を
送

付
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。自

分
た
ち
の
国
で
も
苦
労
が

絶
え
な
い
の
に
、こ
の
温
か

い
気
持
ち
が
嬉
し
い
で
す

ね
。支
援
を
受
け
る
側
と
し

て
の「
つ
な
が
り
」も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
つ
な
が
り
」を
知
っ
て
、気
持
ち
を
届
け
よ
う
〜
東
テ
ィ
モ
ー
ル
特
集
〜

2002 年の独立から10 年になる「東ティモール民主共和国」。
シェアは、独立時の緊急支援の後、保健教育のできる人材の育成を続けています。いまだ感染症で命を落とす人が
少なくない国ではありますが、草の根運動のような地道な活動が着実に成果を生んでおり、少しずつ保健・衛生環
境を改善に向かわせています。

さて、日ごろシェアがつながっているのは、一緒に活動する東ティモールの個々人の「人」。しかし、実は活動全体を
見渡すと「日本」と「東ティモール」という国と国の関係など、様々な側面でのつながりも見えてきます。今号では 

「つながり」をテーマに深堀し、日本の皆さんに、東ティモールに親近感を持っていただきたいと考えております。

シ
ェ
ア
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
何
を
し
て
い
る
の
？

東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
見
た
日
本
っ
て
？

10

16

10

10

10

90

20

50私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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「つながり」を知って、気持ちを届けよう
特集　東ティモール

シェアの活動地の1つ、東ティモール。
日本と関わりの深い東ティモールと共に歩んでいく明日に向けて、私たちが今できることは何でしょうか。

私のSHARE LIFE / take action! ～シェアではじまる社会貢献～ / シェーちゃん＆アーちゃんのちょこっ
と豆知識 / みんなのVoice便 / シェアとは
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店舗を募集しております。お問い合わせは、メール、
お電話にてご連絡よろしくお願いいたします。
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創刊号から１年半が経過して、『シェアライフ』自身が、
シェアや読者に定着してきた頃だと思います。次は、読
者を増やしたい！ カフェや学校など、置いてもらえる場
所を教えてくださーい！！（くろちゃん）

東ティモール特集、いかがでしたか。東日本大震災のとき、日本の私たち
のことを思い、祈ってくれた温かい気持ち。与えられた環境の中で学び、成
長していきたい、と前向きに取り組む姿勢。今号を通じて、東ティモールの
方々の姿を読者の皆さんに伝えることができれば、と願っています。(juk)

編 集
後 記

Voice便み  ん な の シェアを支える皆さまからのひとことコーナー。今回は、2012年夏
に開催されたシェアスタディツアー（タイ/カンボジア）に参加され
た皆様からの声をお届けします。

地道な活動を10年以上続けている
姿に感銘を受けました。本当の意味
で信頼関係を作ることは、何より「継
続する」という根気強さが大切だ、と
いうこと、同時に、拒否感情を持つ人
々や無関心な人々を巻き込むことの
難しさも学びました。

コープクンカー（ありがとう）。この言
葉が真っ先に思い浮かぶ旅でした。
ツアーで得た気づきや学びを日本
でも活かしていきたいと思います。

タイ東北部に伝わる伝統的な習わし、
バイシーの儀式で村人たちが私たちの
健康と成功を祈ってくださったこと、遠
く離れても心は１つであると願ってく
ださったことの感動を忘れずに、日本
でも学び続けていきたいと思います。

エイズプロジェクトに参加する
タイスタディツアー

一番印象に残ったのは、プレイベン
の村での乳幼児健診の見学、そして
お母さんたちとの意見交換です。
SHAREスタッフはもちろん、保健ボ
ランティアさんと保健センタースタ
ッフの方々などその村の住民たち
が中心となり、協力し合って健診を
実施していること、そして健康教育
を真剣に聞いているお母さん方の
姿に驚かされました。

カンボジア人スタッフの方がいつ
もあたたかくお声がけくださったこ
と、優しいクメール語指導、そして
最後のパーティーでシャイな日本
人では真似できない、陽気なダン
ス♡を披露いただいたこと、本当に
楽しい思い出となりました。

現地での出会いはもちろん、ツアー参
加者との出会いも大きな刺激になり
ました。職業や年齢、バックグラウンド
は違えど、国際保健や国際協力に興
味を持っているメンバーと、楽しいこ
とや考えること等、すべてを共にしま
した。最後のグループワークでは、「自
分たちにできる援助とは何か」という
大きな課題に向かって、考えを共有
し合うことができ、貴重な学びとなり
ました。

現地の人々と話し合い、価値観や
習慣、生活を理解し、その上でニー
ズを見つけていくこと、そして現地
の人々と共に、元々あるしくみを利
用しながら、プラスアルファで改善
できるポイントを見つけ、現地に合
った方法で実践していくことが有
効な支援だと感じた。

農村を歩いて考える
カンボジアスタディツアー

ツアー全体の感想

エイズプロジェクトの視察・参加やホームステイを
通してタイ東北地方の農村生活を体験するタイツア
ー、カンボジア国内の貧困州のひとつとして厳しい
環境にあるプレイベン州の村にて子どもの健康を
守る取り組みを見学するカンボジアツアー。旅のさ
まざまなシーンで、今回のツアー参加者の皆さんの
素敵な笑顔を見ることができ、開催して良かった、と
スタッフ一同、実感しています。（編集部より）

シェアとは
シェアは、保健・医療を中心とした国際協力活動を行っている民間団体（NGO）です。1983年に設立され、現在はタイ・
カンボジア・東ティモールに看護師などのスタッフを派遣し、地域の人々と協力して健康を守る活動を進めています。国
内では、外国人のための出張健康相談会やタイ語でのエイズ電話相談などにも取り組んでいます。医療関係者だけで
なく、学生・主婦・会社員など多くの方々が参加しています。

1990年代から急速に増加した外国人労働者。その
中には、病気やけがになったときに言葉の壁や高
額な医療費への不安から、医療機関に足を運ぶこ
とを思いとどまってしまう人も少なくありません。医
療制度の違いから病院に行かず、状態が悪くなって
しまったケースもあります。シェアは、1991年より、
医療サービスを受けることが困難な在日外国人へ
の支援体制を整備して、健康が維持・増進できるこ
とを目標に、在日外国人保健支援活動を行っていま
す。 東京都で開催した健康相談会の様子

“いのち”の格差をなくそう　在日外国人保健支援
無料出張健康相談会は、シェアが関係団体や外国人
コミュニティと連携して、年10回程度、東京、神奈川、
千葉で開催している支援活動の1つです。時間的に
も経済的にも、健康に意識を向けることが難しい状
況にある在日外国人の人々が、相談会で簡易健診を
受け健康について相談できることによって健康を維
持していけるように、心身両面に向けたサポートを
目指しています。国籍や民族の違いを問わず、誰も
が健康で暮らせる社会となるよう、シェアは、国内で
も健康を守る取り組みをしています。
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